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施策で目指す姿

　 商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化に資する各種支援策の充実

を図ると と も に、創業し やすい環境整備など、創業者の支援に努めるこ と で、商

工業者の所得向上を目指し ます。

　 また、商業集積地域の魅力づく り に取り 組み、商店街に人が集まり 、安全・ 安

心に買い物ができ るよう 支援し ます。

　 さ ら に、産官学※1・ 農商工連携※2を 推進し 、霧島産物を 生かし た新商品の開

発や「 霧島ブラ ンド 」の確立、販路拡大を目指し ます。

　 本市は、 こ れまで関係機関と 連携を 図り ながら 、市内商工業者の持続的な経営安定、経

営基盤の強化に努める と と も に、空き 店舗等を 利用し た創業希望者に対する 家賃補助な

ど、創業し やすい環境整備を 行っ てき まし た。し かし ながら 、少子高齢化の進行によ る 社

会構造の変化や大型商業施設・ コ ン ビ ニエン ススト アの出店増、 ICT※3 を 活用し た電子

商取引等の購買動向の多様化等によ り 、市内の商工業を 取り 巻く 環境は依然と し て厳し

い状況にあり ます。

　 今後は、 こ れら の状況等を 踏まえて2 0 1 7 （ 平成2 9 ）年９ 月に霧島市中小零細企業振

興会議から 提出さ れた「 霧島市中小零細企業振興に関する 提言書」に掲げる 重点目標に

沿っ た具体的な取組策等に基づき 、商工業者、特に、中小零細企業の経営基盤の強化や人

材の育成を 図っ ていく 必要があり ます。

　 また、併せて、商店街を 中心と し た商業集積地域の魅力を 高め、買い物し やすく 、買い物

に訪れたく なる、賑わいのあるまちづく り を 進める必要があり ます。

　 さ ら に、産官学・ 農商工連携の強化を 図り 、本市の地域資源を 活用し た「 霧島ブラ ン ド 」

を 確立すると と も に、効果的なプロ モーショ ン やセールスの展開を 図るため、官民一体と

なっ た販路開拓・ 販売促進のための支援制度を 強化し ていく 必要があり ます。

※1   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※2   農商工連携  ／  地域の基幹産業である農林水産業と 商工業者等と の連携。

※3   ICT  ／  情報通信技術のこ と 。情報通信分野の機械や装置に関する技術から それら を利活用する技術まで広い概念で用いら れている。

施策

地域経済を 支える 商工業の振興1-1

施策の現状と 課題
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成 果 指 標

創業支援事業計画 商工振興課 2 0 14 -2 0 18

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

46.0%

成果指標

商工業に活気があると 思う 市民の割合A

市創業支援センタ ーにおける創業相談件数B

新規加入事業所数（ 商工会議所・ 商工会）C

霧島ブラ ンド 認定件数D

空き 店舗率E

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

（ 事業所）

2 012 2 013 2 014 2 015 2 016

8 6

14 2

10 8

174

116

0

4 0

8 0

12 0

16 0

2 0 0

新規加入事業所数（ 商工会議所・ 商工会）

■ 関連データ

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

35.9%

（ 2017）

42件

（ 2016）
60件

0件

（ 2016）

21.9%

（ 2016）

145事業所

18件

15.0%

116事業所

（ 2016）
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施策

地域経済を支える商工業の振興1-1

　 商工業者の持続的な経営安定や経営基盤の強化を 図るため、既存の支援制度を 継続

する と と も に、社会経済状況や商工業者のニーズを 捉えた新たな支援制度の創設に努

めます。

　 また、商工会議所・ 商工会・ かごし ま産業支援セン タ ー等と 連携し 、商工業者に有

益な事業・ 制度の情報提供を 行う ほか、特に中小零細企業については、「 霧島市中小零

細企業振興に関する 提言書」に掲げる 重点目標に沿っ た具体的な取組等に基づき、積

極的な事業を 展開し ます。

商工業者の育成・ 支援1.

　 空き 店舗の新たな活用や地域経済の活性化等を 図る ため、「 霧島市創業支援事業計

画」に基づき 、関係機関と 連携し た各種施策を 展開するなど 、創業希望者の支援を 行い

ます。

　 特に、こ れまで創業を ためら っ ていたなどの潜在的創業ニーズに対応するため、「 霧

島市創業支援センタ ー」の周知を 図る と と も に、各種専門機関と 連携し て、創業に向け

た相談や創業後のフ ォ ローアッ プに努めます。

創業し やすい環境整備2.

　 本市産品や技術を 生かし た商品開発を 支援する ため、商工会議所や商工会、特産品協

会、Ｊ Ａ あいら 、第一工業大学等と の産官学※4連携によ る「 ガスト ロ ノ ミ ー推進協議会※5」

の活動や農商工連携※6を 推進する と と も に、情報の共有や人材の育成、 ブラ ン ド 制度の設

計やビジネスマッ チング等に取り 組むこ と により 、「 霧島ブラ ンド 」の確立を 目指し ます。

　 また、国内外での商談会等への参加を 積極的に推進する と と も に 、霧島ブラ ン ド の効果

的な プ ロ モーショ ン やセールス の展開を 図る ため、官民一体と なっ た販路開拓・ 販売促

進のための支援制度の強化に努めます。

霧島ブランド の確立と 販路の拡大3.

　 商店街の賑わい向上や商業機能の強化のため、効果的な空き 店舗活用支援を 行います。

　 また、 バリ アフ リ ー※7  設備や駐輪場の整備、防犯設備の設置など、高齢者を はじ め、

誰も が、不自由なく 安心し て便利に買い物ができ る 環境づく り に努める など、地域の

特性を 生かし た商圏の充実を 図り ます。

地域特性を 生かし た商圏の充実4.

※4   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※5   ガスト ロノ ミ ー推進協議会  ／   霧島が持つ食のポテンシャ ルを結集し 先導し ていく 拠点と し て 、個人、企業、経済団体、農業協同
組合、学校、市などで構成し 、「 霧島ブラ ンド の推進」と「 新たな商品・ サービスの創造」の推進を 図る組織のこ と 。

※6   農商工連携  ／  地域の基幹産業である農林水産業と 商工業者等と の連携。

※7   バリ アフ リ ー  ／  障害のある方が社会生活を し ていく 上での障害（ バリ ア）を 取り 除く こ と を いう 。も と も と 建築用語と し て使わ
れており 、段差の解消など、物理的な障壁の除去のこ と を 指し ていたが、社会的・ 心理的な障壁や、情報面・ 制度面などあら ゆる障壁を
除去すると いう 意味にも 使われるよう になっ ている。

施策の目標達成のための基本事業
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▶ 地元の商店やサービスを積極的に利用するよう 努めましょ う 。

▶

▶

個性やこ だわり のある事業所づく り に努めましょ う 。

社会経済環境の変化やニーズに対応し た商品・サービスの提供に努めましょう。

▶

▶

各種機関と 連携して、商工業者の魅力創出に取り 組みましょ う 。

地域のニーズに対応し 、市民交流の場と なる商店街づく り に取り 組みましょ う 。

住民（ 地域）

商工業者（ 事業者）

商工会議所・ 商工会・ 通り 会等

黒酢の壺畑

こ く ぶ初市

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り
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　 本市は、鹿児島県本土の中央部に位置し 、空港や高速道路、主要幹線道路、鉄道網な

ど、国内外への流通ルート が確保さ れ、企業誘致を 展開する 上で、大き な優位性を 持っ

ています。こ れら の地理的特性や企業立地等に係る 優遇制度の充実等によ り 、 こ れま

で多く の企業誘致等を 実現する と と も に、 ハロ ーワーク 等の関係機関と の連携によ

り 、市民の雇用の場の確保に努めてき まし た。

　 その一方で、就職や進学時期の年齢層を 中心に、市外への人材流出に歯止めがかか

ら ない状況である こ と から 、今後、更に企業誘致を 強化し 雇用の場を 確保する と と も

に、地元への就職率を 向上さ せ、若者の人材確保を 強化し ていく 必要があり ます。

　 また、雇用の維持・ 創出は、地域経済の活性化や教育・ 子育て支援など 、様々な分野

と 連携し た複合的な取組が求めら れる と と も に、行政によ る 取組だけでは解決が難し

い課題である こ と から 、企業、 ハロ ーワーク 及び教育機関等の様々な主体と の連携を

強化し 、協力し ながら 総合的な施策を 講じ る こ と が重要です。

施策

強みを 生かし た企業誘致と  
雇用の促進

1-2

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 本市の持つ地理的特性を生かし た工業用地の確保や情報通信環境等の整備

を推進すると と も に、高等専門学校や大学等が市内に立地し ているこ と による

人材確保面での優位性を生かし た積極的な企業誘致活動を展開し 、活力ある産

業基盤を形成し ます。

　 また、企業、ハロ ーワーク 及び教育機関等の様々な主体と の連携を 強化し、

市民が安心し て働き、安定的な暮ら し を送るこ と ができ るよう 、多様な働き 方

を支える環境づく り に努めます。
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成 果 指 標

第５ 期障害福祉計画

すこやか支え合いプラン

第２ 次男女共同参画計画

長寿・ 障害福祉課

長寿・ 障害福祉課

企画政策課

2 0 1 8 -2 0 2 0

2 0 1 8 -2 0 2 0

2 0 1 8 -2 0 2 2

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

誘致企業の雇用者数A

立地協定締結件数（ 増設を 含む）B

高校卒業時の地元就職率C

大学卒業時の地元就職率D

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

2 014

9 ,7 9 2
9 ,7 14

10 ,14 4

10 ,4 2 7

9 ,5 0 0

9 ,0 0 0

10 ,0 0 0

10 ,5 0 0

11 ,0 0 0

2 0 15 2 016 2 017

（ 人）

誘致企業の雇用者数

11,000人

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

10,427人

（ 2017）

4件

（ 2016）
4件

10.6%

（ 2016）

35.0%30.6%

（ 2016）

23.0%

■ 関連データ



38

施策

強みを生かし た企業誘致と 雇用の促進1-2

　 立地や増設等を 計画し ている企業情報を 収集し 、本市の各種優遇制度や絶好の地理

的条件、広大な工業用地、豊富な人材を Ｐ Ｒ するなど 、積極的な企業誘致活動を 展開し

ます。

　 また、誘致企業に対する 定期的な訪問等のフ ォ ロ ーアッ プに努め、企業立地に適し

た用地など の情報収集を 強化し 、用地の確保に努める と と も に、企業のニーズに沿っ

た優遇制度の見直し や情報通信環境の向上を 図る など、受入環境の整備に努めます。

企業誘致の推進1.

　 企業やハロ ーワーク 、教育機関等の様々な主体と の連携を 強化し 、若者、女性、高齢

者、障がい者など多様な人材を 生かし た地元雇用の創出に努めます。

　 また、地元で育っ た学生が、市外に就職・ 転出する 流れを 変えるため、合同企業説明

会、工場等見学会及び産官学※1 の連携によ るイ ン タ ーン シッ プ ※2を 継続的に実施する

こ と によ り 、地元企業を 知る 機会の充実・ 強化を 図る と と も に、学生と 企業のマッ チ

ン グ※3  を 行う こ と で、地元への就職率を 向上さ せ、企業の安定し た採用活動を 促進し

ます。

多様な人材を 生かし た雇用の促進2.

※1   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※2   イ ンタ ーンシッ プ  ／  特定の職の経験を 積むために、企業や組織において労働に従事し ている期間。

※3   マッ チング  ／  働けるよう 結びつけるこ と 。

施策の目標達成のための基本事業
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▶

▶

合同企業説明会や工場等見学会などの機会を 通じ 、市内の企業に関心を

持ちましょ う 。

働く 意欲を持って、自ら 積極的にスキルアッ プに取り 組みましょ う 。

市民

▶

▶

▶

求める人材や働く 場としての魅力について積極的に情報発信し ましょ う 。

経営の質を高めるため、従業員の意識啓発や人材育成研修に努めましょ う 。

ワーク・ ライフ・ バランス※4 が図ら れた働き やすい職場環境づく り を推進し

ましょ う 。

事業者

※4   ワーク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス  ／  働く 人が仕事上の責任を 果たそう と すると 、仕事以外の生活でやり たいこ と や、 やら なけれ
ばなら ないこ と に取り 組めなく なるのではなく 、両者を 実現でき る状態のこ と 。

国分上野原テク ノ パーク

高校生のための合同企業説明会

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り
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　 本市の農林水産業は、従事者の高齢化や後継者・ 担い手不足のほか、荒廃し た農地

や山林等の増加、さ ら には、有害鳥獣被害※1 などの問題も 深刻化し ています。

今後、活力ある 農林水産業の振興を 図る ためには、農業協同組合、土地改良区、森林組

合、漁業協同組合など関係団体等と 連携し て 、担い手や新規就労者の確保・ 育成、機械

化等による 経営基盤の強化やほ場整備※2、施設整備など、農林水産業を 支える生産基盤

の強化を 図る必要があり ます。

　 また、計画的な施業よ る 山林の保全、地域の協働によ る 農山漁村の環境維持のほか、

地域特性を 生かし たグリ ーン・ ツ ーリ ズム※3の推進など、農山漁村地域の活性化も 重

要な課題です。

　 さ ら に、農商工や産官学※4 が連携し 、消費者ニーズに対応し たブ ラ ン ド 戦略を 推進

し 、消費者の認知度や信頼度の向上を 図る と と も に、 ６ 次産業化※5 の推進により 、農林

水産物の付加価値を 高める など 、農林水産業者の所得向上と 経営の安定化を 図る 必要

があり ます。

　 加えて、 2 0 2 2 年に本市で開催さ れる 第1 2 回全国和牛能力共進会※6 を 見据え、成績

向上に向けた出品牛対策に取り 組む必要があり ます。

※1   有害鳥獣被害  ／  イ ノ シシやシカ 、 サルなどの野生鳥獣による農林水産物の被害のこ と 。

※2  ほ場整備  ／   生産性の向上と と も に農村環境の整備、地域活性化などを 目的と する農地基盤の整備。区画の規模・ 形状の変
更、用排水、道路等の整備のほか農地の利用集積や非農用地の創出による土地利用の秩序化などを 行う 。

※3   グリ ーン・ ツーリ ズム  ／  農山漁村地域において自然、文化、人々と の交流を 楽し む滞在型の余暇活動。

※4   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※5   ６ 次産業化  ／  地域資源を活用し た農林漁業者等による新事業の創出等を図るため、単独又は共同の事業と し て農林水産物
等の生産及びその加工又は販売を 一体的に行う 事業活動であっ て 、農林水産物等の価値を 高め、又はその新たな価値を 生み出す
こ と を目指すこ と 。

※6   全国和牛能力共進会  ／  和牛日本一を 決めるため、 5 年ごと に開催さ れる和牛の品評会。全国のブラ ンド 牛を 一堂に集めて
その優位性を 競い、審査は牛の姿・ 形を 審査する「 種牛の部」と 肥育牛の肉質を 審査する「 肉牛の部」で実施。

施策

活力ある農・ 林・ 水産業の振興1-3

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 農林水産業の生産性の向上や担い手・ 新規就労者の確保・ 育成に努めると と

も に、農林水産業を支える基盤整備に取り 組みます。

　 また、地域特性を生かし た農山漁村の振興を図ると と も に、良質で付加価値の

高い農林水産物の生産等を通じ て、農林水産業者の所得が向上し 、後継者の確保

につながる好循環を目指し ます。
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※7   農業粗生産額  ／  農家の人が稲作、野菜栽培、養蚕、畜産などの農業生産によっ て得ら れた農畜産物と 、 その農畜産物を 原料
と し て作ら れた加工農産物を 販売し て得た利益額。

成 果 指 標

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

霧島農業振興地域整備計画

森林整備計画

農村振興基本計画

農政畜産課

林務水産課

耕地課

2 0 13 -2 0 2 2

2 0 16 -2 0 2 5

2 0 14 -2 0 2 3

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

農林水産業に活気があると 思う 市民の割合A

農業粗生産額※7B

林業生産額C

水産業生産額D

新規就農者数E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

2 014

2 6 0

2 4 0

2 8 0

3 0 0

3 2 0

2 015 2 0162 0 132 0 12

3 01

2 93

2 8 4

3 0 7

316
（ 人）

認定農業者数

30.6%

¥¥

¥¥

¥¥

¥¥

¥¥

¥¥

23.8%
（ 2017）

22,036百万円
（ 2016）

144百万円
（ 2016）

9人
（ 2016）

880百万円

150百万円

10人

876百万円
（ 2016）

21,700百万円

■ 関連データ

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）
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施策

活力ある農・ 林・ 水産業の振興1-3

　 農業については、関係機関と の連携によ り 、担い手の経営改善の支援や経営基盤の

強化、農地の集積・ 集約化、経営所得安定対策等を 推進すると と も に、新規就農者への

支援を 強化し ます。

　 林業については、福利厚生の充実、技術・ 技能の向上及び労働安全衛生の充実を 図

る ため、継続的な支援を 行う と と も に、林業事業体と 連携し て新規就業者の確保・ 育

成に取り 組みます。

　 水産業については、就業者の所得向上や雇用管理体制の充実を 図り 、持続可能な水

産業経営の基盤と なる 人材育成や新規就業者の確保に取り 組みます。

農林水産業の担い手の育成・ 確保1.

　 農業については、施設の持続的な保全管理を 行う と と も に、力強い農業を 支える 農

業生産基盤の整備に取り 組みます。

　 林業については、木材生産コ スト の低減によ る 生産量の増大を 図る ため、高性能林

業機械の導入促進や林道等の路網整備を 図ると と も に、特用林産物※8の生産基盤の更

なる 整備を 進めます。

　 水産業については、水産資源の育成を 図る と と も に、「 育てる漁業」への転換を 進め、

漁港や漁場の整備に努めます。

生産基盤の整備2.

※8   特用林産物  ／   たけのこ 、 し いたけ、枝物、木・ 竹炭、竹材など、森林原野において産出さ れてき た一般用材を 除く 林産物の
総称。

※9   有害鳥獣被害  ／  イ ノ シシやシカ 、 サルなどの野生鳥獣による農林水産物の被害のこ と 。

※1 0   耕作放棄地  ／   以前耕作し ていた土地で、過去1 年以上作物を 作付け（ 栽培）せず、 こ の数年の間に再び作付け（ 栽培）をす
る意思のない土地。農林業センサスにおける区分。

※1 1   グリ ーン・ ツーリ ズム  ／  農山漁村地域において自然、文化、人々と の交流を 楽し む滞在型の余暇活動。

※1 2   再造林  ／  人工的に育成し た森林を 伐採し た跡地に再び造林するこ と 。

施策の目標達成のための基本事業

　 計画的な改修や維持管理によ り 、農地や農道、水路などの保全に努めると と も に、有

害鳥獣被害※9の抑制や耕作放棄地※1 0の解消及び利活用、さ ら に、地域資源を 生かし た

農業体験や農家民泊など のグリ ーン・ ツ ーリ ズム※11 を 推進する こ と によ り 、農村の

活性化を 図り ます。

　 また、山村地域の環境保全の観点から 再造林※12 を 推進し 、森林資源の循環利用によ

り 、山村地域の経済の好循環を 図る と と も に、漁村地域においても 、特性を 生かし た活

力ある地域づく り を 展開し ます。

農山漁村の振興3.
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▶

▶

地元でできる農林水産物への認識を深め、消費拡大に努めましょ う 。

農地や林地などの適切な管理に努めましょ う 。

安全・ 安心な農林水産物の供給に努め、所得の向上を目指し 、担い手・ 後

継者の育成に努めましょ う 。

▶

地産地消の推進、安全・ 安心な産地づく り を目指し 、確実な出荷体制を 整

えましょ う 。

販売体制（ 販売戦略）を 整え、農林水産業者の所得向上に努めましょ う 。

▶

▶

市民

農林水産業者

農林水産業関係団体

※1 3   GAP（ 農業生産工程管理）  ／   農業生産活動を 行う 上で必要な関係法令等の内容に則し て定めら れる 点検項目に沿っ て、農
業生産活動の各工程の正確な実施、記録、点検及び評価を 行う こ と による持続的な改善活動のこ と 。

※1 4   地産地消  ／  地域で生産さ れた様々な生産物や資源を その地域で消費するこ と 。

※1 5   地産外消  ／  地域で生産さ れた様々な生産物や資源が、地域を 越え、首都圏等の大消費地、 ひいては海外で消費さ れるこ と 。

※1 6   産官学  ／  産業界、国や自治体、大学や研究機関の総称。

※1 7   ６ 次産業化  ／   地域資源を活用し た農林漁業者等による新事業の創出等を図るため、単独又は共同の事業と し て農林水産物
等の生産及びその加工又は販売を 一体的に行う 事業活動であっ て、農林水産物等の価値を 高め、又はその新たな価値を 生み出すこ
と を 目指すこ と 。

　 大消費地等における マーケッ ト のニーズに的確に応えら れる 競争力のある 産地の

育成・ 強化、GAP（ 農業生産工程管理）※13 の取組や認証取得の拡大を 推進し 、農林水産

物の更なる ブラ ン ド 力向上を 図り ます。

　 また、地産地消※14 及び地産外消※15 を 推進する と と も に、農林水産物の付加価値を 高

める ため、農商工や産官学※16の連携によ り 、消費者ニーズを 捉えた新産品の研究・ 開

発などを 進め、６ 次産業化※17に取り 組む農林水産業者を 支援し ます。

　 さ ら に、効果的なＰ Ｒ によ り 消費者の認知度や信頼度を 高め、農林水産業の稼ぐ 力

の向上を 図り ます。

農林水産業の稼ぐ 力の向上4.

お茶畑 高性能林業機械

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り
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　 本市は、山や川、海など の大自然や歴史・ 文化、温泉、食等の魅力ある 観光素材を 国

内外にＰ Ｒ し ながら 、観光施設や体験メ ニュ ー等の新たな観光資源の開発など、受入

体制の充実に取り 組んでき まし た。

　 こ のよ う な中、口蹄疫※1や新燃岳の噴火、硫黄山火山活動及び熊本地震等の際は、地

域や観光関係者が一体と なっ て、各種キャ ン ペーン やおも てなし 活動など誘客促進に

つながる取組を 進めてき まし た。

　 近年は、外国人観光客を 含め、個人や小団体の旅行形態が主流と なっ ている こ と か

ら 、観光客のニーズに合っ た観光素材の創出や活用、イ ン タ ーネッ ト など によ る 効果

的な情報発信を 進める と と も に、「 観光地・ 霧島」と し てのブ ラ ン ド 戦略を 明確にし 、

霧島の魅力を 生かし た「 選ばれる 」観光地づく り を 進める必要があり ます。

　 また、 2 0 2 0 年開催の東京オリ ン ピ ッ ク ・ パラ リ ン ピ ッ ク や鹿児島国体を 見据え、

引き 続き 、観光関係者、地域、市民の協働によ る おも てなし 活動を 展開する と と も に、

イ ン バウン ド ※2  対策や二次アク セス※3  の充実を 図る こ と で、「 また訪れたく なる 」、満

足度の高い、快適な観光地づく り を 進める必要があり ます。

※1   口蹄疫  ／  口蹄疫ウイ ルスが原因で，偶蹄類の家畜（ 牛、豚、山羊、緬羊、水牛など）や野生動物（ ラ ク ダやシカ など）がかかる病
気。口蹄疫に感染すると 、発熱し たり 、口の中や蹄の付け根などに水ぶく れができ たり するなどの症状がみら れる。

※2   イ ンバウンド   ／  外から 入っ てく る旅行、一般的には訪日外国人旅行を 指す。

※3   二次アク セス  ／  観光地最寄り の鉄道の駅や空港から の観光目的地までの交通及び観光地間、観光地内の交通手段のこ と 。

施策

地域特性を 生かし た観光の推進1-4

施策の現状と 課題

施策で目指す姿

　 大自然に恵まれた、魅力あふれる「 観光地・ 霧島」と いう 認識を市民と 共有し 、

国内外の観光客に「 選ばれる 」「 また訪れたく なる 」観光地づく り を 目指し ます。

　 そのため、観光客のニーズに合っ た観光素材の創出や活用、イ ンタ ーネッ ト な

どによる効果的な情報発信を推進し ます。

　 また、「 観光地・ 霧島」と し てのブラ ンド 戦略を明確にし 、市民、地域、観光関係

者一体と なっ たおも てなし や安心で快適な観光地づく り を展開し ます。
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成 果 指 標成 果 指 標

観光総合戦略 霧島Ｐ Ｒ 課 2 0 1 8 -2 0 2 2

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

霧島市の観光に対する満足度A

観光消費額B

観光客数（ 宿泊+日帰り ）C

外国人宿泊客数D

開発又は磨き 上げた観光資源の数（ 累計）E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

2 0142 0132 0122 011

7,0 0 0 ,0 0 0

6 ,50 0 ,0 0 0

6 ,0 0 0 ,0 0 0

7,50 0 ,0 0 0

8 ,0 0 0 ,0 0 0

8 ,50 0 ,0 0 0

2 015 2 016

7,56 8 ,59 6
7,715 ,418

7,367,0 62

6 ,7 33 ,375

7,557,0 63 7,5 67,917

（ 人）

観光客数（ 宿泊＋日帰り ）

61.0%

¥¥ ¥¥

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

56.0%

（ 2017）

54,320百万円

（ 2016）
70,373百万円

104,381人

（ 2016）

40本

（ 2016）

8,033,500人

196,500人

55本

7,567,917人

（ 2016）

■ 関連データ



46

施策

地域特性を 生かし た観光の推進1-4

　 日本初の国立公園「 霧島」を はじ め、本市特有の歴史や文化、豊富な温泉や食などの

多種多様な観光素材、空港や鉄道、高速道路などが整備さ れた、観光地と し てのポテン

シャ ルを 最大限に生かすため、霧島市観光協会を はじ めと する 観光関係団体や地域と

一体と なっ た誘客活動を 更に推進し ます。

　 また、国内外において本市の知名度を 向上さ せる ため、「 観光地・ 霧島」のブラ ン ド

の方向性を 明確にする と と も に、 SN S※4  など市民によ る情報発信力の強化など、様々

な手法によ る戦略的な情報発信の取組を 推進し ます。

国内外の観光客の誘致1.

　 本市の特性である 海抜0 メ ート ルから 1 ,7 0 0 メ ート ルにわたる 海、山などの恵まれ

た大自然の魅力を 生かし 、着地型（ 体験型）の観光メ ニュ ーや観光ルート の構築、地域

の食材にこ だわっ たご当地メ ニュ ーの開発や提供など「 五感に響く 、魅力ある 、選ばれ

る観光地づく り 」を 推進し ます。

　 また、 ガイ ド ク ラ ブ ※5などの活動支援や観光素材の魅力を 高める 取組を 進める と

と も に、周遊観光の促進を 図る ため、広域観光ルート の開発や素材の活用を 推進し ま

す。

観光素材の創出と 活用2.

　 国際線を 有する空港所在都市と し ての強みを 生かし 、主要な交通結節点である空港

や駅から の二次アク セス※6の強化を 図り ます。誰も が安心、快適に観光で き る よ う 、

施設な ど のユニ バーサルデザイ ン ※7 化や多言語表記によ る 案内板の設置、 W i-Fi※8 

及び超高速ブロ ード バンド ※9 環境の整備を 促進し ます。

　 さ ら に、増加傾向にある 外国人観光客の受入体制を 強化する と と も に、本市特有の

自然、景観、歴史、文化を 生かし た観光地づく り を 推進し ます。

利便性の高い観光地づく り の推進3.

※4   SN S  ／  So cia l  N e tw o rk in g  Se rviceの略。登録さ れた利用者同士が交流でき るW eb サイ ト の会員制サービス。

※5   ガイ ド ク ラ ブ  ／   地域を訪れる観光客に対し 、無料若し く は低廉な料金で、自発的に、継続し て、自分なり のやり 方で案内・
ガイ ド する団体のこ と 。

※6   二次アク セス  ／  観光地最寄り の鉄道の駅や空港から の観光目的地までの交通及び観光地間、観光地内の交通手段のこ と 。

※7   ユニバーサルデザイ ン  ／   バリ アフ リ ーが障壁を 取り 除いていく と いう 考え方であるのに対し ､ ユニバーサルデザイ ンは
障害の有無､年齢､性別､人種等に関わら ず全ての人々が利用し やすいよう ､ あら かじ め都市や生活環境を デザイ ン すると いう 積
極的な考え方。

※8   Ｗi-Fi  ／   パソ コ ン やスマート フ ォ ン、 タ ブレ ッ ト などのネッ ト ワーク 接続に対応し た機器を、無線（ ワイ ヤレ ス）でLAN
（ Lo ca l Are a  N e tw o rk」に接続する技術。

※9   超高速ブロード バンド   ／  FTTH （ 光フ ァ イ バ回線）、 LTE（ 携帯電話通信規格のひと つ）及び伝送速度3 0 M b p s以上のケー
ブルイ ンタ ーネッ ト 。

施策の目標達成のための基本事業
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地
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を
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の
推
進

政
策
1

▶

▶

地域の魅力を 知り 、「 観光地・ 霧島」の魅力を 多く の人に伝えましょ う 。

観光客を温かく 迎え、「 また訪れたく なる」観光地づく り を支えましょ う 。

官民一体と なった誘客事業に積極的に取り 組みましょ う 。

観光客に「 選ばれる」「 また訪れたく なる」サービスの向上に努めましょ う 。

観光動向や観光客のニーズに合った宣伝事業や受入体制の整備に努めましょ う 。

▶

▶

▶

市民

事業者

日当山西郷どん村

霧島温泉郷

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り



48

※1   地域間幹線系統バス  ／  複数市町村を またいで運行さ れるバス系統。

※2   デマンド 交通  ／   自宅近く のバス停から 目的地まで、利用者の予約に応じ 運行する公共交通サービス。乗合のため、 ほかに
も 同じ 便で予約さ れた方がいれば道順に回っ てそれぞれの目的地まで運行する。

施策

持続可能な地域公共交通
ネッ ト ワーク の構築

1-5
施策で目指す姿

　 関係団体等と 連携し 、JRや路線バスなど地域の実情に合わせた公共交通機関

の維持を目指し ます。

　 また、地域内移動や中心市街地へのアク セス、空港・ JRなど交通結節点から の

乗り 換え需要などの利用者ニーズを 適切に把握し 、誰も が分かり やすく 安心し

て利用でき 、持続可能な公共交通ネッ ト ワーク を構築し ます。

　 本市は、空港を はじ め、 JR日豊本線・ 肥薩線に1 1 の駅、九州縦貫自動車道・ 東九州

自動車道に５ つのイ ンタ ーチェ ンジを 有し 、南九州の交通の要衝と なっ ています。

　 また、市内には、ふれあいバスや市内循環バス、地域間幹線系統バス※1などが運行す

る など、市民や観光客の重要な移動手段と なっ ており 、さ ら に、本市の交流拠点と し て

の役割を 高める ためには、陸・ 空の広域交通網の利用促進、輸送量の増加や利便性の

向上などを 目指し 、県や関係機関と の連携強化に努める 必要があり ます。

　 地域交通網では、自家用車依存の高まり や少子高齢化の進行によ り 、 バス利用者は

年々減少し てき ています。こ れまで、 ふれあいバスの路線の見直し や不採算路線のデ

マン ド 交通※2 への転換など地域交通網の再編に取り 組んでき まし たが、市民の日常生

活の移動手段を 確保し 、観光客の利便性の向上を 図る ため、 なお一層、効率的で効果

的な地域公共交通ネッ ト ワーク の構築に取り 組んでいく 必要があり ます。

施策の現状と 課題
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政
策
1

成 果 指 標

地域公共交通網形成計画

観光総合戦略

地域政策課

霧島Ｐ Ｒ 課

2 0 16 -2 0 19

2 0 1 8 -2 0 2 2

08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 2827計画 期間（ 西暦）個別計画名 担当課

関 連
個別計画

政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

日常生活で移動に不便を 感じ ている市民の

割合A

肥薩線（ 市内駅）の年間乗車人員B

日豊本線（ 市内駅）の年間乗車人員C

ふれあいバスの１ 便当たり の利用者数D

市が運行主体である循環バス・ 観光バスの

１ 便当たり の利用者数E

成果指標

減少の抑制を
目指します

増加の抑制を
目指します

更なる減少を
目指します

更なる増加を
目指します

265 ,804
262 ,934

272 ,464

279,431279,949

2 014

2 6 0 ,0 0 0

2 5 0 ,0 0 0

2 7 0 ,0 0 0

2 8 0 ,0 0 0

2 9 0 ,0 0 0

2 015 2 0162 0132 012

（ 人）

ふれあいバス、市街地循環バス等の利用者数

38.0%

現状値
（ 年・ 年度）

目標値
（ 2022年・ 年度）

41.5%

（ 2017）

172,700人

（ 2016）
177,000人

4.0人

（ 2016）

9.3人

（ 2016）

1,740,800人

5.0人

11.0人

1,715,787人

（ 2016）

■ 関連データ
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施策

持続可能な地域公共交通ネット ワークの構築1-5

　 九州新幹線全線開通や国内外の格安航空路線の開設等によ り 、公共交通の充実によ

る二次アク セス ※3 の利便性の向上はますます重要と なっ ているこ と から 、事業者等と

連携し 、機能強化に努めます。

　 航空については、県や関係機関と の連携を 図り ながら 、国内のみなら ず海外路線の

確保やチャ ータ ー便※4 の誘致に努めます。鉄道については、関係機関等と の連携を 図

り ながら 、路線や運行本数の維持・ 存続を 図る と と も に、鉄道を 利用し た観光商品の

開発など利用者の増加につながる施策を 展開し ます。

総合的な公共交通の連携の強化1.

　 買い物・ 通勤・ 通学などの市民の移動ニーズを 適切に把握し 、効率的なふれあいバ

スやデマン ド 交通※5の運行を 行う と と も に、観光客の利便性の向上を 図る ため、公共

交通同士の乗り 継ぎの見直し や交通結節点の機能強化を 行い、誰も が分かり やすく 、

安心し て利用でき る公共交通ネッ ト ワーク の形成を 進めます。

　 また、住民座談会等を 通じ 、バスの利用促進に向けた広報・ 啓発事業を 積極的に展

開し 、バス交通を 地域全体で「 創り 、守り 、育てる 」気運の醸成を 図り ます。

バス交通の利便性向上と 効率的運行2.

※3   二次アク セス  ／  複数の交通機関等を 使用する場合の２ 種類目の交通機関のこ と 。

※4   チャ ータ ー便  ／  特定の目的を 満たすために共用さ れている交通機関、輸送機関の一部又は全部を 借り き るこ と 。

※5   デマン ド 交通  ／   自宅から 目的地まで、利用者の予約に応じ 運行する 公共交通サービス。乗合のため、ほかにも 同じ 便で予
約さ れた方がいれば道順に回っ てそれぞれの目的地まで運行する。

施策の目標達成のための基本事業
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政策１ 　 にぎわい　 産業の活力があふれ、交流と 賑わいが生まれるまち づく り

大隅横川駅

ふれあいバスの車内

▶

▶

▶

地域の日常生活になく てはなら ない公共交通をみんなで支え育てましょ う 。

日常生活を通じ て子ども の頃から公共交通に慣れ親し む機会を設けましょ う 。

国際定期運行路線を利用して、鹿児島から海外へ出かけましょ う 。

▶

▶

利用者ニーズに応じ た運行サービスに努めましょ う 。

バリ アフリ ー
※6

に配慮し た車両や施設の整備に努めましょ う 。

市民

事業者

※6   バリ アフ リ ー  ／  障害のある方が社会生活をし ていく 上での障害（ バリ ア）を 取り 除く こ と をいう 。も と も と 建築用語と し て
使われており 、段差の解消など、物理的な障壁の除去のこ と を 指し ていたが、社会的・ 心理的な障壁や、情報面・ 制度面などあら
ゆる障壁を 除去すると いう 意味にも 使われるよう になっ ている。


